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歯根の治療後の痛みにつ修lτ

今までに、歯に深い虫歯ができ、歯の中の神経を取る治療を受けられた方はいませんか ?

取る前も深い虫歯で痛い思いをしていたと思いますが、神経を取つた後も数日間痛みが続

いた方もいるのではないでしょうか。「神経を取つたはずなのになんで ?Jと 思われたかも

しれません。今回は神経を取った後の痛みについてお話したいと思います。

そもそも、歯の神経を取らなければいけない治療とはどのような時だと思いますか ?

神経 (歯髄)と は、歯に栄養や水分を供給する大切な器官です。歯から顎を通り、そして

脳へとつながる高性能センサーとしての役害1も担っています。神経は歯の生命維持をつか

さどるものなのですが、虫歯などが原因で歯の内部に細菌が入 り込むと、神経が湘1菌感染

を起こしてしまいます。痛みが強く患者さんの生活に支障が出たり、神経が壊死して回復

が望めない場合、感染した神経を取り除かざるを得ません。これが『歯根の治療』です。

しかし、この歯根の治療が実はとても難しい治療なのです。その理由の一つとしては、

小さな歯の中の細かく枝分かれしている神経を隈なく取り去るという事が『技術的に非常

に難しい』という事です。神経の通る根管の方向や本数、枝分かれの仕方は十人十色で、

誰一人として同じ形の根管はありません。その複雑な根管を細い器具を使って歯を傷つけ

ず慎重に治療を進めることは非常に細かな作業で、時間も多くかかります。もう一つの理

由は、治療の敵は細菌なので、治療後、最終的に治癒に至るには患者さんご自身の体の抵

抗力の強さも重要な要件となるからなのです。歯科医師の行つた治療のバ トンを受け取つ

て、最後は生体が治 していくわけですが、患者さんの健康状態によつては治癒するまでに

時Fllがかかる場合もあります。

こうして大変な思いをして神経を取ってしまえば、もう痛みはなくなり楽になるとお思

いの方もいらっしゃるでしょう。しかし、歯根の治療とは小さいとはいえ、歯から脳まで

つながつている神経の一部分を切 り取る治療、いわば『外科手術』の範疇に入る治療なの

です。体の一部を L‐9除するのですから当然少なくとも数日は痛みが続きます。治療後すぐ

に痛みが無くならないのはそういうわけなのです。歯根の治療は、細菌を除去して生体が

治癒しやすいような環境づくりをするための治療です。剰ll菌 をしつかり取り除いても、生

体の力が立ち上がり、炎症を相1さ え込んで働き始めるにはやはリー定の時間が必要です。

健康な方でも治療後には痛みが出ますし、治癒に向かう期間には個人差があります。

歯根の治療と痛みや違和感は切つても切れないものと言えますが、やはり、治療後の痛

みが強すぎて生活に支障をきたすのも問題です。痛み止めを飲んでも効かない場合は、我

慢をせず当医院にご連絡またはご相談ください。 担当 :金
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